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ターは平成 19 年 4 月の政令市移行に伴い新設され、
その相談件数は開設の平成 19年度には 2159件であっ








 8 区ある新潟市のうち、平成 19 年度に 1 区、平成
20 年度に 4区、平成 21 年度に 8区でうつ検診は試行
的に実施され、平成 22 年度以降は未実施である。そ









 H19、H20と連続でうつ検診を行っていない H21 実
施区の H20対前年増加率 1.08と H20、H21 と連続して
検診が行われた H20実施区の H21対前年増加率 1.25
をうつ検診以外の要素による相談の推計自然増加率
とすると、H20では対前年増加率が 1.1(推計自然増
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